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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年７月期第３四半期 31,545 △0.2 2,570 14.1 2,808 11.3 2,012 27.3

2023年７月期第３四半期 31,623 11.6 2,251 92.6 2,523 71.9 1,581 65.1

（注）包括利益 2024年７月期第３四半期 1,966百万円（22.9％） 2023年７月期第３四半期 1,599百万円（75.7％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年７月期第３四半期 122.14 －

2023年７月期第３四半期 95.90 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年７月期第３四半期 59,834 43,413 72.6

2023年７月期 59,147 42,435 71.7

（参考）自己資本 2024年７月期第3四半期 43,413百万円 2023年７月期 42,435百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年７月期 － 13.00 － 23.00 36.00

2024年７月期 － 16.00 －

2024年７月期（予想） 16.00 32.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 42,600 1.9 3,080 11.8 3,430 10.4 2,450 24.3 150.50

１．2024年７月期第３四半期の連結業績（2023年８月１日～2024年４月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2024年７月期の連結業績予想（2023年８月1日～2024年７月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

（注）当社は2024年３月15日開催の取締役会において、自己株式の取得について決議いたしましたが、連結業績予想の

「１株当たり当期純利益」については、自己株式の取得の影響は考慮しておりません。なお、当該自己株式の取得

につきましては、添付資料Ｐ．８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記

事項（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）」をご覧ください。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年７月期３Ｑ 17,022,429株 2023年7月期 17,922,429株

②  期末自己株式数 2024年７月期３Ｑ 720,236株 2023年7月期 1,436,336株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2024年７月期３Ｑ 16,474,865株 2023年7月期３Ｑ 16,486,093株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名）、除外  －社  （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料３ページ「１.当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予

測情報に関する説明」をご覧ください。
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前第３四半期

連結累計期間

（百万円）

当第３四半期

連結累計期間

（百万円）

増減率（％）

売上高 31,623 31,545 △0.2

営業利益 2,251 2,570 14.1

経常利益 2,523 2,808 11.3

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,581 2,012 27.3

セグメントの名称

売上高（百万円） セグメント利益（百万円）

前第３四半期

連結累計期間

当第３四半期

連結累計期間
増減

前第３四半期

連結累計期間

当第３四半期

連結累計期間
増減

鋼製物置 22,064 21,298 △766 2,445 2,922 477

オフィス家具 9,561 10,250 688 572 442 △129

調整額 △3 △3 0 △765 △795 △29

合計 31,623 31,545 △78 2,251 2,570 318

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間の国内経済は、新型コロナウイルス感染症による行動制限の緩和や外国人観光客の増

加によるインバウンド需要の回復などにより、景気は緩やかな回復基調にあります。一方で、ロシア・ウクライナ

情勢の長期化の影響によるエネルギー・原材料価格の上昇、物価高のなかで足踏みが続いている個人消費など、依

然として先行き不透明な状況となっております。

当社グループの属する鋼製物置業界においては、製品価格の値上げや物価の高止まりに伴い個人消費が振るわな

かった影響などから、厳しい事業環境となっております。オフィス家具業界においては、新しい働き方に対応した

オフィスのリニューアル需要などが増え、堅調な状況で推移しております。

このような外部環境の変化や材料費の高止まりの影響等を受けるなか、当社グループは従前からの販売活動を強

化・継続するとともに、各セグメントの収益性改善に取り組んでまいりました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の経営成績は、売上高31,545百万円（前年同期比0.2％減）、営業利益

2,570百万円（前年同期比14.1％増）、経常利益2,808百万円（前年同期比11.3％増）、親会社株主に帰属する四半

期純利益2,012百万円（前年同期比27.3％増）となりました。

セグメントの経営成績は、次のとおりであります。

（鋼製物置事業）

鋼製物置事業につきましては、価格改定前の駆込み需要の反動など、価格改定後の需要が低調に推移いたしまし

た。このような状況のもと、当社グループはコロナ禍で休止していたＣＭ放映、対面方式での物置勉強会を再開す

るとともに、新製品「アルシアフィット」「タフレージ」を発売し、需要の取り込みに努めました。一方で、材料

価格の高止まりの影響を受けるなか、生産・物流のコスト削減や価格転嫁の浸透に努めてまいりました。

この結果、売上高は21,298百万円（前年同期比3.5％減）、セグメント利益は2,922百万円（前年同期比19.5％

増）となりました。

（オフィス家具事業）

オフィス家具事業につきましては、オフィスのリニューアル需要が堅調に推移いたしました。このような状況の

もと、当社グループは提案営業を展開するとともに、働き方の変化を捉えた新製品「ヴィアルーム」を発売し、需

要の取り込みに努めました。また、生産・物流のコスト削減や価格転嫁を進める等、収益の改善に努めてまいりま

した。

この結果、売上高は10,250百万円（前年同期比7.2％増）、セグメント利益は442百万円（前年同期比22.6％減）

となりました。

なお、セグメントの売上高については、外部顧客に対する売上高とセグメント間の内部売上高を記載しておりま

す。
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前連結会計年度末

（百万円）

当第３四半期連結会計期間末

（百万円）
増減（百万円）

流動資産 31,179 30,975 △204

固定資産 27,967 28,858 890

資産合計 59,147 59,834 686

流動負債 13,832 13,590 △241

固定負債 2,879 2,830 △49

負債合計 16,711 16,420 △291

純資産 42,435 43,413 978

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における財政状態は、次のとおりであります。

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べ204百万円減少して30,975百万円となりました。主な変動要因は、納税・

配当金の支払及び自己株式の取得等による現金及び預金の減少1,042百万円、受取手形及び売掛金の増加146百万

円、電子記録債権の増加350百万円、原材料及び貯蔵品の増加142百万円であります。固定資産は、前連結会計年度

末に比べ890百万円増加して28,858百万円となりました。主な変動要因は、犬山工場ガレージ生産設備の稼働によ

る機械装置及び運搬具の増加720百万円であります。

この結果、資産合計は59,834百万円となり、前連結会計年度末に比べ686百万円増加いたしました。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べ241百万円減少して13,590百万円となりました。主な変動要因は、電子記

録債務の減少966百万円、未払法人税等の減少264百万円、賞与引当金の増加368百万円,流動負債のその他に含まれ

る設備関係電子記録債務の増加484百万円であります。固定負債は、前連結会計年度末に比べ49百万円減少して

2,830百万円となりました。主な変動要因は、固定負債のその他に含まれる受入営業保証金の減少19百万円及び長

期未払金の減少17百万円であります。

この結果、負債合計は16,420百万円となり、前連結会計年度末に比べ291百万円減少いたしました。

（純資産）

純資産は、前連結会計年度末に比べ978百万円増加して43,413百万円となりました。主な変動要因は、親会社株

主に帰属する四半期純利益の計上による利益剰余金の増加2,012百万円、配当金の支払による利益剰余金の減少650

百万円、自己株式消却による資本剰余金の減少270百万円、利益剰余金の減少880百万円及び自己株式（控除項目）

の減少1,150百万円、並びに自己株式取得による自己株式（控除項目）の増加373百万円であります。

この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ0.9ポイント増加して72.6％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2024年７月期の連結業績予想につきましては、2024年３月15日に公表いたしました連結業績予想から変更はござ

いません。なお、当業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報と合理的であると判断する一定の前提に基

づき当社が判断した見通しであり、実際の業績は、今後の様々な要因によって異なる可能性があり得ることをご承

知おきください。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2023年７月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年４月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 13,754,684 12,711,935

受取手形及び売掛金 7,075,211 7,221,395

電子記録債権 2,506,321 2,856,429

有価証券 3,499,981 3,400,080

商品及び製品 2,919,702 2,872,886

仕掛品 536,402 487,905

原材料及び貯蔵品 518,297 660,824

その他 371,390 766,348

貸倒引当金 △2,100 △2,128

流動資産合計 31,179,892 30,975,677

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 7,127,562 7,212,543

機械装置及び運搬具（純額） 4,238,646 4,959,276

土地 11,511,323 11,542,141

その他（純額） 427,979 462,218

有形固定資産合計 23,305,511 24,176,179

無形固定資産 315,832 298,026

投資その他の資産

退職給付に係る資産 305,383 378,906

その他 4,040,772 4,005,357

投資その他の資産合計 4,346,155 4,384,264

固定資産合計 27,967,499 28,858,470

資産合計 59,147,392 59,834,148

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,718,499 3,856,833

電子記録債務 5,913,350 4,947,045

未払法人税等 746,414 482,217

製品補償引当金 81,990 5,425

賞与引当金 355,526 723,867

その他 3,016,325 3,574,940

流動負債合計 13,832,107 13,590,328

固定負債

役員退職慰労引当金 25,508 16,139

役員株式給付引当金 164,609 158,847

退職給付に係る負債 1,204,787 1,198,226

その他 1,484,727 1,456,798

固定負債合計 2,879,632 2,830,011

負債合計 16,711,740 16,420,340

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2023年７月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年４月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,132,048 1,132,048

資本剰余金 1,033,580 763,500

利益剰余金 41,729,831 42,210,659

自己株式 △1,836,045 △1,023,269

株主資本合計 42,059,415 43,082,938

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 240,629 216,730

退職給付に係る調整累計額 135,607 114,140

その他の包括利益累計額合計 376,237 330,870

純資産合計 42,435,652 43,413,808

負債純資産合計 59,147,392 59,834,148
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2022年８月１日
　至　2023年４月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年８月１日

　至　2024年４月30日)

売上高 31,623,640 31,545,132

売上原価 23,563,860 22,983,881

売上総利益 8,059,779 8,561,250

販売費及び一般管理費 5,807,834 5,990,771

営業利益 2,251,944 2,570,479

営業外収益

受取利息 6,192 7,983

受取配当金 4,946 4,621

作業くず売却益 150,804 146,832

電力販売収益 74,130 80,326

雑収入 58,771 59,004

営業外収益合計 294,845 298,768

営業外費用

支払利息 664 381

電力販売費用 22,466 21,788

和解金 － 35,833

雑損失 347 2,801

営業外費用合計 23,478 60,803

経常利益 2,523,312 2,808,443

特別利益

固定資産売却益 2,788 3,935

投資有価証券売却益 － 48,080

保険解約返戻金 － 41,874

受取保険金 － 50,000

その他 581 －

特別利益合計 3,369 143,890

特別損失

製品補償引当金繰入額 162,407 －

固定資産除却損 2,336 11,201

減損損失 12,335 －

特別損失合計 177,078 11,201

税金等調整前四半期純利益 2,349,603 2,941,132

法人税、住民税及び事業税 926,686 947,184

法人税等調整額 △158,106 △18,215

法人税等合計 768,580 928,969

四半期純利益 1,581,023 2,012,163

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,581,023 2,012,163

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2022年８月１日
　至　2023年４月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年８月１日

　至　2024年４月30日)

四半期純利益 1,581,023 2,012,163

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 33,301 △23,899

退職給付に係る調整額 △14,559 △21,467

その他の包括利益合計 18,742 △45,366

四半期包括利益 1,599,766 1,966,796

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,599,766 1,966,796

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

・自己株式の消却

当社は、2023年９月13日開催の取締役会決議に基づき、2023年10月31日付けで、自己株式900,000株の消却を実

施いたしました。この結果、当第３四半期連結累計期間において資本剰余金が270,080千円、利益剰余金が880,371

千円、自己株式（控除項目）が1,150,452千円それぞれ減少いたしました。

・自己株式の取得

当社は、2024年３月15日開催の取締役会決議に基づき、取得株式総数500,000株、取得価額総額750,000千円を上

限として自己株式の取得を進め、当第３四半期連結累計期間において自己株式を211,900株取得し、自己株式（控

除項目）が373,227千円増加いたしました。

これらの結果、当第３四半期連結会計期間末において資本剰余金が763,500千円、利益剰余金が42,210,659千

円、自己株式（控除項目）が1,023,269千円となっております。

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

鋼製物置 オフィス家具 計

売上高

一時点で移転される財又はサ

ービス
22,057,500 9,559,702 31,617,203 － 31,617,203

一定期間にわたり移転される

財又はサービス
6,437 － 6,437 － 6,437

顧客との契約から生じる収益 22,063,937 9,559,702 31,623,640 － 31,623,640

その他の収益 － － － － －

外部顧客への売上高 22,063,937 9,559,702 31,623,640 － 31,623,640

セグメント間の内部売上高又

は振替高
1,000 2,198 3,198 △3,198 －

計 22,064,937 9,561,901 31,626,839 △3,198 31,623,640

セグメント利益 2,445,392 572,112 3,017,504 △765,560 2,251,944

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2022年８月１日　至　2023年４月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．調整額の内容は以下のとおりであります。

(1) セグメント間の内部売上高又は振替高の調整額△3,198千円は、セグメント間取引消去であります。

(2) セグメント利益の調整額△765,560千円は、セグメント間取引消去△71千円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△765,488千円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属していない一般管理費

であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「オフィス家具」セグメントにおいて、固定資産の減損損失を計上しております。なお、当該減損損

失の計上額は、当第３四半期連結累計期間においては12,335千円であります。
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

鋼製物置 オフィス家具 計

売上高

一時点で移転される財又はサ

ービス
21,193,129 10,246,958 31,440,088 － 31,440,088

一定期間にわたり移転される

財又はサービス
105,044 － 105,044 － 105,044

顧客との契約から生じる収益 21,298,174 10,246,958 31,545,132 － 31,545,132

その他の収益 － － － － －

外部顧客への売上高 21,298,174 10,246,958 31,545,132 － 31,545,132

セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ 3,083 3,083 △3,083 －

計 21,298,174 10,250,042 31,548,216 △3,083 31,545,132

セグメント利益 2,922,727 442,842 3,365,570 △795,091 2,570,479

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2023年８月１日　至　2024年４月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．調整額の内容は以下のとおりであります。

(1) セグメント間の内部売上高又は振替高の調整額△3,083千円は、セグメント間取引消去であります。

(2) セグメント利益の調整額△795,091千円は、セグメント間取引消去△321千円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△794,769千円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属していない一般管理

費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。
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